
エ
ネ
庁
廃
水
・
汚
染
水
・

処
理
水

特
別
対
策
監
や

東
京
電
力

フ
ェ
ロ
ー
ら
、
来
県

盛
岡
の
説
明
会
に
は
、

経
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁

廃
炉
・
汚
染
水
・
処
理

水
特
別
対
策
監
ら
三
氏
、
水

産
庁
海
洋
技
術
室
長
、
東
京

電
力
か
ら
は
本
社
フ
ェ
ロ

ー
ら
五
氏
が
出
席
し
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

原
発
汚
染
水
の
浄
化
策

見
通
せ
ず

内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に

従
来
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
の

域
を
出
な
い
、
「
海
洋
放
出

策
の
正
当
化
」
に
終
始
す
る

も
の
で
し
た
。

⓵
事
故
原
発
の
処
理
水
は
必
要

に
当
た
っ
て
二
次
処
理
を
行
い

六
二
核
種
と
炭
素
１
４
の
放
射

能
を
基
準
値
以
下
に
下
げ
る
。

⓶
ト
リ
チ
ウ
ム
は
年
間
放
出
量

を
二
二
兆
ベ
ク
レ
ル
を
下
回
る

よ
う
に
し
、
海
水
希
釈
後
の
濃

度
が
一
五
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
㍑

未
満
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

③
放
出
に
あ
た
っ
て
は
第
三
者

機
関
の
測
定
も
含
め
公
表
す
る
。

そ
し
て
、
➃
希
釈
設
備
や
取
水

と
放
水
の
設
備
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
施
設
を
解
説
し
、

⑤
風
評

被
害
対
策
の
説
明
が
あ
り
、
⑥

「
海
産
物
販
路
の
開
拓
の
支
援

や
地
域
や
業
種
を
限
定
せ
ず
計

算
式
に
応
じ
た
損
害
額
を
支
払

う
」
な
ど
と
語
り
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
海
洋
投
棄

を
危
惧
す
る
意
見
の
み

一
般
参
加
者
か
ら
は
「
廃

炉
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
海
に
放

射
能
を
流
し
て
い
い
の

か
？
」
「
な
ぜ
、
大
型
貯
水

タ
ン
ク
な
ど
を
増
設
し
て

放
射
能
減
衰
長
期
保
存
策

を
取
ら
な
い
の
か
」
な
ど
の

具
体
的
な
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
約
四
〇
分
ほ
ど
の
質

問
時
間
の
会
場
か
ら
の
発

言
は
海
洋
投
棄
に
対
す
る

危
惧
の
声
ば
か
り
で
し
た
。

会
場
か
ら
の
発
言

◇
六
年
間
、
放
出
あ
り
き
の

審
査
。

二
〇
一
八
年
八
月
の
公
聴

会
で
廃
液
の
長
期
保
管
の

意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
実
際

の
審
査
は
長
期
保
管
を
形

だ
け
の
審
査
で
済
ま
せ
て

い
る
。

◇
処
理
水
の
貯
蔵
を
継
続

す
る
べ
き
だ
。

ト
リ
チ
ウ
ム
半
減
期
の
一

〇
倍
（
一
二
三
年
）
で
放
射
能

は
七
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
㍑

ほ
ど
に
低
減
す
る
。
な
ぜ
長

期
保
管
が
で
き
な
い
の
か
。

◇
こ
の
問
題
は
日
本
学
術
会
議

に
諮
問
し
な
い
の
か
？

核
廃
棄
物
最
終
処
分
問
題

と
Ｉ
Ｌ
Ｃ
問
題
は
学
術
会

議
に
諮
問
さ
れ
提
言
が
あ

っ
た
。
何
故
、
こ
の
問
題
は

諮
問
し
な
い
の
か
？

◇
玄
海
原
発
で
は
ト
リ
チ
ウ

ム
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る

白
血
病
被
害
が
出
て
い
る
。

予
防
原
則
に
立
ち
長
期
保

管
を
考
え
て
ほ
し
い
。
健
康

被
害
は
数
年
、
数
十
年
後
に

出
て
，
そ
の
因
果
関
係
は
不

明
と
さ
れ
る
。

◇
廃
炉
の
デ
ブ
リ
を
本
当

に
取
り
出
せ
る
の
か
，

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
デ
ブ
リ
を

ど
こ
に
保
管
で
き
る
の
か
。
作

業
の
進
捗
は
ど
う
か
。

以
上
の
質
問
・
意
見
に
対

し
て
，
説
明
者
か
ら
は
再
度

海
洋
放
出
を
見
直
す
と
す

る
よ
う
な
回
答
は
全
く
な

く
会
場
の
意
見
を
聞
く
姿

勢
は
見
ら
れ
ず
、
海
洋
放
出

あ
り
き
の
説
明
会
で
し
た
。

一
般
参
加
者
の
声

盛
岡
市
内
の
消
費
者
で

す
が
、
岩
手
の
温
泉
等
観
光

に
訪
れ
る
人
達
も
、
目
的
の

一
つ
は
三
陸
の
海
の
美
味

し
い
料
理
。
そ
の
食
材
が
放

射
能
で
汚
さ
れ
る
の
は
困

る
。
説
明
会
で
は
「
有
機
ト

リ
チ
ウ
ム
の
内
部
被
ば
く
」

や
「
生
物
の
食
物
連
鎖
」
と

い
う
言
葉
さ
え
な
か
っ
た
。

せ
っ
か
く
の
来
県
な
の
に
、

聞
き
た
い
こ
と
が
聞
け
ず

残
念
で
し
た
。

《天恵の海》
２０２１（令和 ３年）

１２月３０日
第２２７号

編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会
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十
一
月
十
八
日
、
盛
岡
の
県
民

情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
ア
イ
ー
ナ

で
、
岩
手
県
主
催
の
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
（
以
下
「
エ
ネ
庁
」
）

と
東
電
に
よ
る
「
福
島
第
一
原

発
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
関
す
る

基
本
方
針
説
明
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
七
〇
名

ほ
ど
で
し
た
。
翌
十
九
日
に
宮

古
市
で
も
開
催
さ
れ
、
沿
岸
団

体
な
ど
一
一
二
人
が
参
加
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
盛
岡
市
の

様
子
を
報
告
し
ま
す
。

国
・
東
電

の
説
明
者

漁
業
関
係
者
・
消
費

者
等
市
民
参
加
者



各
国
の
ト
リ
チ
ウ
ム
の

濃
度
限
度
値
は
バ
ラ
バ
ラ

来
県
の
説
明
者
は
ト
リ

チ
ウ
ム
の
原
発
か
ら
の
濃

度
規
制
基
準
値
は
六
万
ベ

ク
レ
ル
／
㍑
だ
が
、
福
島

事
故
「
処
理
水
」
に
つ
い

て
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
は
ト
リ
チ

ウ
ム
の
除
去
は
不
可
能
な

の
で
、
海
水
で
薄
め
て
基

準
値
の
四
〇
分
の
一
の
一

五
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
と

す
る
と
い
う
の
で
す
。
ト

リ
チ
ウ
ム
は
放
射
線
を
出

す
放
射
性
物
質
で
す
か
ら

被
ば
く
被
害
防
止
を
前
提

に
扱
う
べ
き
で
す
。

図
１
の
よ
う
に
、
世
界
各
国

の
「
飲
料
水
の
ト
リ
チ
ウ
ム

濃
度
限
度
」
は
、
一
〇
〇
～

七
万
六
一
〇
三
ベ
ク
レ
ル
／

㍑
迄
と
著
し
く
散
ら
ば
っ

て
い
る
現
状
で
す
。
こ
の
こ

と
は
ト
リ
チ
ウ
ム
を
体
内

に
摂
取
し
た
場
合
の
危
険

性
が
、
科
学
的
に
未
だ
解
明

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
庁
説
明

資
料
で
は
Ｅ
Ｕ
の
ト
リ
チ

ウ
ム
濃
度
限
度
値
が
、
「
一

〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
」
で
あ

る
事
を
隠
し
て
い
ま
し
た
。

。

ト
リ
チ
ウ
ム
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
は

〇
・
二
ベ
ク
レ
ル
／
㍑

図
２
の
よ
う
に
、
海
水
の

ト
リ
チ
ウ
ム
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
自
然
状
態
の
海

の
水
）
が

〇
・
一
～
〇
・

二
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
で
あ
る

こ
と
は
、
文
科
省
委
託
調

査
（
「
漁
場
を
見
守
る
」
平

成
二
〇
年
版
よ
り
）
か
ら

わ
か
り
ま
す
。
日
本
で
は

原
発
か
ら
の
ト
リ
チ
ウ
ム

の
濃
度
限
度
が
六
万
ベ
ク

レ
ル
／
㍑
と
さ
れ
、
福
島

原
発
事
故
処
理
汚
染
水
は

一
五
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
㍑

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
高

い
方
の
〇
・
二
ベ
ク
レ
ル
／

㍑
で
計
算
す
る
と
原
発

排
水
は
三
〇
万
倍
、
福
島
事

故
「
処
理
」
水
は
七
五
〇

〇
倍
で
す
。
再
処
理
工
場

か
ら
の
廃
液
に
は
、
放
出

水
の
「
濃
度
規
制
値
」
は

な
く
垂
れ
流
し
状
態
で
す
。

こ
の
よ
う
な
高
濃
度
の

汚
染
水
を
海
洋
へ
放
出
す

る
と
海
洋
生
態
系
へ
大
き

な
負
荷
を
を
か
け
る
こ
と

は
明
白
で
す
。

説
明
者
か
ら
は
、
豊
か

な
三
陸
の
海
の
生
物
に
関

わ
る
問
題
な
の
に
、
海
の

「
生
態
系
」
や
「
食
物
連
鎖
」

な
ど
の
言
葉
が
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
問
題
と
さ
れ
る
べ

き
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
が
海
の

動
植
物
の
生
理
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か

で
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
素

と
同
じ
挙
動
を
す
る
元
素

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
水
と
し

て
海
に
放
出
さ
れ
る
と
、
海

草
等
に
よ
る
光
合
成
等
に

発
生
廃
液
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９

０

は
約
六
・五
万
ベ
ク
レ
ル

／
㍑

図
４
は
汚
染
水
除
去
装
置
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
の
性
能
に
つ
い
て
で
す
が
、

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
は
基
準
値

（
三
〇
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
）
の
二
一

五
五
倍
で
約
六
万
五
千
ベ
ク
レ
ル

／
㍑
で
す
。
そ
の
汚
染
水
を
再
浄

化
す
る
と
基
準
値
の
〇
・
〇
〇
一

二
倍
ま
で
浄
化
さ
れ
る
と
し
て
お

り
、
濃
度
は
〇
・
〇
四
ベ
ク
レ
ル

／
㍑
で
す
。
二
回
目
の
除
去
で
濃

度
が
一
回
除
去
汚
染
水
の
九
九
・

九
九
九
七
％
ま
で
除
去
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
他
の
二
核
種
と

比
べ
て
も
考
え
ら
れ
な
い
高
性
能

の
除
去
率
で
す
。
実
際
に
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
得
る
の
か
甚
だ

疑
問
で
す
。

よ
り
「
有
機
結
合
型
ト
リ
チ

ウ
ム
」
と
な
り
、
そ
れ
が
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
・
小
魚
・
大
き

な
魚
と
い
う
食
物
連
鎖
に

よ
り
濃
縮
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
そ
れ
を
人
間
が
摂
取
し

体
内
に
取
り
込
み
さ
ら
に

濃
縮
さ
れ
ま
す
。

図
３
は
遺
伝
子
レ
ベ
ル
ま

で
達
し
た
ト
リ
チ
ウ
ム
の

被
害
を
考
察
し
た
講
演
か

ら
で
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
は
水

素
と
同
じ
挙
動
と
は
言
っ

て
も
あ
く
ま
で
「
放
射
性
物

質
」
で
す
か
ら
、
体
内
か
ら

の
放
射
線
被
曝
が
起
こ
り

ま
す
。
被
害
が
現
実
と
な
る
以

前
に
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
海
へ
の

放
出
は
止
め
る
べ
き
で
す
。

ＥＵ 100

アメリカ 740

カナダ 7,000

ロシア 7,000

平成２０年度 海洋環境放射能
核燃サイクル施設沖合海域の概容

平成２０年１０月３０日

文部科学省原子力安全課

海水のトリチウムについては、今回

の測定値は 0,0076～1.3 ベクレル／㍑

であった。なお、通常海域の海水中の

トリチウム（Ｈ３）のバックグラウン

ド＊ は、約 0.1～0.2 ベクレル／㍑

である。

文科省パンフレット『漁場を

見守る』 平成 20 年度版より

赤
い
球
が
炭
素
。

白
い
球
が
水
素
で
、
ト
リ
チ

ウ
ム
と
置
き
換
わ
る
わ
け
で
す
。
水
素
と
同
じ
性
質

を
持
つ
ト
リ
チ
ウ
ム
が
体
内
へ
摂
取
さ
れ
、
細
胞
の

遺
伝
子
レ
ベ
ル
ま
で
入
り
込
む
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
が

被
害
を
受
け
ま
す
。
そ
れ
は
ベ
ー
タ
線
に
よ
る
被
害

と
、
ト
リ
チ
ウ
ム
が
最
終
的
に
ヘ
リ
ウ
ム
に
な
る
こ

と
に
よ
る
結
合
の
切
断
、
の
二
つ
で
す
。

2021.5,30河田昌東氏講演会の報告。
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規制基準値を１とした場合の値

飲料水のトリチウム
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	　このような高濃度の汚染水を海洋へ放出すると海洋生態系へ大きな負荷ををかけることは明白です。
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